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「知の交流」
コロナ禍では、海外における恐竜化石調査ができない状態でした

が、２０２２年夏は、アラスカやモンゴルといった場所で調査を行うこ

とができました。恐竜時代の北極圏にはどのような恐竜が棲んでい

たのか、そしてそれらの恐竜たちがどのように厳しい環境で生活を

していたのか。北大とアメリカの共同調査について紹介します。また、

モンゴルは、恐竜化石が多産するころで世界的に知られています。

北大は、院生や学生で構成された発掘チームで、中国との国境近

くを探索しました。　私たちは、ボーンベッドと呼ばれる骨が密集し

た層を発見し、また巨大恐竜の全身骨格も発掘し、新しい種類と

思われる恐竜も発見しました。このセミナーでは、2022 年夏に行わ

れた発掘の様子を紹介します。
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お問合せ

TEL：011-706-2658
HP ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

小林　快次
北海道大学総合博物館

事前申込制 /定員５０名

申込〆切：２０２３年 2月27日（月）

応募者多数の場合抽選となります。

左載QRコードからお申し込みください。
お申込みフォーム

恐竜化石調査
アラスカからモンゴルへ

https://forms.gle/en3VAoxSLTumoLG17

※お申込み多数の場合、〆切を繰り上げる場合があります。
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